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特集「ソフトウェア工学の変化と深化」の
編集にあたって

飯 田 元†1 山本 里枝子†2

昨年（2008年）に開催された国内外のソフトウェア工学関連の会議では，ソフトウェア

エンジニアリングという言葉の「誕生 40周年」，つまり，1968年にドイツの Garmischで

a Working Conference on Software Engineering が開催されて以来 40 年目，ということ

がしばしば話題とされた．ソフトウェア工学研究会（SIGSE）が 9月に開催したソフトウェ

アエンジニアリングシンポジウム 2008（SES2008）においても，これまでのソフトウェア

工学を振り返ると同時に今後を見据えるための企画が練られた．SESは SIGSEの看板イベ

ントでとして位置づけられ，ソフトウェアエンジニアリングに関わる研究者・技術者・実務

家が集い，議論を交わし，最新の研究と実践についての情報を得る場を提供するための場と

して，2006年から開催され，年々，企画に工夫を重ねている．

「ソフトウェア工学誕生」以来 40年，ソフトウェアの規模や社会に果たす役割は増大の一

途をたどり，社会的・経済的活動の根幹を担うシステムから，携帯電話や情報家電など個人

に身近な分野，自動車の制御といった厳しいリアルタイム性が要求される分野まで，その対

象は広がり続けている．一方，ソフトウェア開発の形態もオープンソース方式での開発や海

外への一部アウトソーシングなど様々な変化を迎えている．こうした変化に歩調を合わせ

て，技術体系としてのソフトウェア工学も「変化」を追求してゆくことが肝要であり，一方

で，ソフトウェアの生産性と品質の向上というソフトウェア工学の至上命題に変化はなく，

普遍的に取り組むべき技術についてもまた，地道な継続と積み重ねによる「深化」が必要で

ある．このような考えから，SES2008で特に優秀であった発表をきっかけとして，ソフト

ウェア工学の変化および深化を主題に据えた特集を組むことはソフトウェア工学分野にとっ
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て大変意義のあることと考え，今回の企画に至った．

本特集では上記の考え方に鑑み，ソフトウェア工学の現状と今後の展望を知らしめるた

め，基礎理論から開発現場における経験・知見の報告や，支援ツールの開発等に至る幅広

いスペクトラムの論文を集めるよう努めた結果，39 件の論文投稿を得た．編集委員には，

SES2008のプログラム委員を中心に，ソフトウェア工学の諸分野をカバーすべく，下記の

方々を迎えた．オンライン会議を含め，2009年 4月，6月，8月，3度の編集委員会を経て

最終的には 10件が採録された．特集号の趣旨として，新規性の高い論文のみを重視するの

ではなく，実用性の高い論文や，有益な知見を示した論文を積極的に採録する姿勢で臨んだ

が，一方で，新規性は高くとも結果の評価が物足りないなど，改善に時間を要する投稿につ

いては，特集号スケジュールの制約上，採録を見送らざるを得ないものもあった．このよう

な論文については改善を行った上での再投稿を強く期待するものである．

最後に，本特集の編集にあたって手助けをいただいた，幹事および編集委員の方々と投稿

していただいたすべての会員の皆様に深く感謝する．
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